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佐
賀
県
武
雄
市
橘
町
に
所
在
す
る
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
は
、
杵
島
山
山
塊
西
麓
部
に
位
置
し
、
有
明
海
の
入
江
状
地
も
し
く
は
接
続
河
口
部
を
直
視
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
有
明
海
の
海
原
を
直
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
に
は
、
対
有
明
海
防
備
で
は
な
い
役
割
・
性
格
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
が
成
立
す
る
六
角
川
中
流
域
及
び
武
雄
盆
地
に
お
け
る
弥
生
時
代
早
期
か
ら
古
墳
時
代
終
末
期
（
飛
鳥
時
代
）
ま
で
の
考
古
学
的
地
域
史
研
究
を

ミ
ク
ロ
的
に
行
い
、
そ
の
上
で
、
マ
ク
ロ
的
に
六
角
川
中
流
域
の
地
域
的
特
性
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
ミ
ク
ロ
的
な
地
域
史
研
究
で
は
、
武
雄
川
流
域
北
岸
と
六
角
川
中
流
域
が
、
基
本
的
に
弥
生
時
代
早
期
以
来
、
遺
跡
形
成
を
継
続
さ
せ
る
地
域
で
あ
る
が
、
武
雄

川
流
域
北
岸
が
古
墳
時
代
前
期
前
葉
以
降
に
空
隙
を
生
む
の
に
対
し
、
六
角
川
中
流
域
は
遺
跡
形
成
が
鈍
く
な
り
な
が
ら
も
継
続
さ
せ
、
古
墳
時
代
中
期
後
葉
以
降
に
首

長
墓
系
譜
を
確
立
す
る
地
域
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
弥
生
時
代
後
期
に
中
広
形
銅
矛
が
埋
納
さ
れ
た
玉
江
遺
跡
は
、
そ
こ
よ
り
六
角
川
上
流
に
遺
跡
展
開
を

見
な
い
こ
と
か
ら
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
遺
跡
で
あ
り
、
弥
生
時
代
終
末
期
以
降
に
遺
跡
形
成
が
進
み
、
古
墳
時
代
に
は
竪
穴
建
物
と
掘
立
柱
建
物
が
並
ぶ
景
観
と
な
る
。

ま
た
、
陸
路
で
接
す
る
藤
津
郡
域
の
杵
島
山
山
塊
西
南
部
で
は
古
墳
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
杵
島
山
山
塊
北
部
で
は
別
の
首
長
墓
系
譜
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
六
角
川
中
流
域
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
性
格
を
有
し
た
小
世
界
を
築
い
て
い
た
と
言
え
る
。

　

次
に
マ
ク
ロ
的
な
考
察
で
は
、
六
角
川
中
流
域
は
、
弥
生
時
代
に
お
い
て
環
濠
集
落
や
金
属
器
と
い
っ
た
玄
界
灘
沿
岸
文
化
と
台
付
甕
や
肥
前
型
器
台
と
い
っ
た
環
有

明
海
的
文
化
の
十
字
路
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
墳
時
代
前
期
前
葉
以
降
の
斉
一
的
な
古
墳
文
化
（
布
留
式
土
器
様
式
・
前
方
後
円
墳
）
に
よ
っ
て
一
端
解
消
さ
れ
た
に
せ
よ
、

古
墳
時
代
中
期
後
葉
か
ら
筑
紫
君
の
関
与
の
下
で
再
び
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
場
所
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
六
角
川
中
流
域
に
成
立
す
る
有
明
海
準
直
視
型
古
代
山
城
の
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
は
、
辺
境
警
備
の
役
割
・
性
格
を
有
し
、
大
宰
府
防
衛
に
お
け

る
南
面
の
防
備
と
し
て
、
筑
紫
君
の
版
図
な
い
し
版
図
外
に
睨
み
を
利
か
せ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

要
旨古

代
山
城
成
立
地
に
お
け
る
考
古
学
的
地
域
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
―

徳
富　

孔
一
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古
代
山
城
成
立
地
に
お
け
る
考
古
学
的
地
域
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
―

徳
富　

孔
一

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―

　

お
つ
ぼ
山
神
籠
石
は
、
佐
賀
県
武
雄
市
橘
町
の
杵
島
山
山
塊
西
麓
部
に
位
置

す
る
。
有
明
海
が
杵
島
山
山
塊
東
方
に
位
置
す
る
た
め
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
か

ら
有
明
海
を
直
視
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
こ
こ
で
、
環
有
明
海
の
古
代
山
城

を
有
明
海
直
視
型
・
準
直
視
型
・
非
直
視
型
の
３
つ
に
区
分
す
る
と
、
お
つ
ぼ

山
神
籠
石
は
、
有
明
海
準
直
視
型
山
城
に
な
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
六
角
川
と

武
雄
川
の
合
流
地
点
付
近
ま
で
海
岸
で
あ
っ
た
こ
と（
渡
部
二
〇
一
八
）
や
お

つ
ぼ
山
か
ら
平
地
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る
潮
見
山
の「
潮
見
」
と
い
う
名
か
ら

第１図　おつぼ山神籠石第１水門

第２図　おつぼ山神籠石を中心に見た東方の古代山城
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潮
の
干
満
を
観
測
で
き
る
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら（
註
１
）、
お

つ
ぼ
山
神
籠
石
の
北
方
向
に
あ
る
六
角
川
下
流
域
は
、
有
明
海
の
入
江
状
地
も

し
く
は
有
明
海
に
接
続
す
る
河
口
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

有
明
海
自
体
を
直
視
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
有
明
海
接
続
水
域
を
直
視
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
有
明
海
準
直
視
型
山
城
と
し
て
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
を

位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
は
、
有
明
海
直
視

型
の
古
代
山
城
と
は
、
異
な
っ
た
役
割
が
想
定
さ
れ
、
対
有
明
海
防
備
で
は
な

い
役
割
に
相
応
し
い
土
地
と
し
て
、
地
政
学
的
に
も
有
意
味
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
地
政
学
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
お
つ
ぼ
山
神

籠
石
が
所
在
す
る
六
角
川
中
流
域
な
い
し
武
雄
盆
地
の
地
域
史
を
系
譜
学
的
に

紐
解
く
。
た
だ
し
、
闇
雲
に
古
か
ら
行
う
の
で
は
な
く
、
古
代
国
家
成
立
過
程

に
お
い
て
、
起
点
と
な
る
弥
生
時
代
開
始
期（
水
稲
耕
作
の
始
ま
り
）
か
ら
古

代
山
城
成
立
期
ま
で
を
述
べ
る
。
そ
の
際
、
弥
生
時
代
早
・
前
期
は
、
中
野
充

（
一
九
九
七
）
の
Ⅰ
～
Ⅵ
期
、
弥
生
時
代
後
期
は
、
蒲
原
宏
行（
二
〇
〇
三
）
の

村
徳
永
１
式
～
惣
座
０
式
、
弥
生
時
代
終
末
期
は
、
蒲
原（
一
九
九
一
）
の
惣

座
１
～
２
式
、
古
墳
時
代
前
期
は
、
蒲
原（
一
九
九
一
）
の
夕
ヶ
里
式
か
ら
小

松
譲（
二
〇
〇
二
）
の
２
Ａ
期
、
古
墳
時
代
中
期
は
、
小
松（
二
〇
〇
二
）
の

２
Ｂ
～
４
Ｂ
期
、
古
墳
時
代
後
期
は
、
小
松（
二
〇
〇
二
）
の
５
Ａ
～
５
Ｂ
期
、

古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
は
、
徳
富
孔
一（
二
〇
二
三
）
Ⅰ
～
Ⅳ
期
と
す

る（
弥
生
時
代
中
期
に
関
し
て
は
、
佐
賀
県
内
で
編
年
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
）。

一
．
武
雄
盆
地
の
弥
生
時
代

（
１
）
弥
生
時
代
早・
前
期
の
集
落
と
墓
葬

　

武
雄
盆
地
の
弥
生
時
代
開
始
期
の
遺
跡
と
し
て
、
武
雄
川
北
岸
域
の
小
楠

遺
跡（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
小
楠
遺
跡
で
は
、

１
０
７
街
区
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
１
１
１
街
区
Ｄ
で
検
出
さ
れ
た
溝（
Ｓ
Ｄ
２
０
１
・

Ｓ
Ｄ
３
０
１
・
Ｓ
Ｄ
８
０
３
・
Ｓ
Ｄ
９
０
１
）
が
、
頂
部
を
取
り
囲
む
環
濠

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、報
告
書（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
で
は
、

出
土
遺
物
も
同
時
期
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
中
野（
一
九
九
七
）
に
照
ら
す
と
、

時
期
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
Ｓ
Ｄ
３
０
１
の
出
土
土
器（
第
３
図
）
が

中
野
Ⅲ
期（
夜
臼
Ⅱ
ａ
式
～
Ⅱ
ｂ
式
・
板
付
Ⅰ
式
）
の
も
の
で
、
そ
の
他
の
溝

出
土
土
器
は
中
野
Ⅳ
期（
板
付
Ⅱ
ａ
式
古
相
）
以
降
に
下
り
、
一
部
は
弥
生

中
期
土
器
を
含
む
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
早
期
に
は
、
環
濠
の
形
成

が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
環
濠
内
に
お
け
る
当
該
期
の

第３図　弥生時代早・前期の遺跡分布
（S＝ 1/100,000）
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第４図　小楠遺跡107街区 SD301溝跡出土土器
（S=1/8）
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建
物
跡
等
が
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
集
落
の
内
実
に
つ
い
て
は
未
明
で
あ
る
。

　

そ
の
小
楠
遺
跡（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
１
０
７
街
区
Ｓ
Ｄ
３
０
１
溝
跡

が
出
土
し
た
土
器
に
は
、
唐
津
地
域
に
分
布
の
中
心
を
持
つ
甕（
横
山
・
藤
尾

一
九
八
六
、
藤
尾
一
九
九
〇
）（
第
４
図
92
等
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
唐
津
地

域
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る（
註
２
）。

　

一
方
、
六
角
川
中
流
域
で
は
、
郷
ノ
木
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｃ
）
か
ら
弥

生
時
代
早
期
の
可
能
性
の
あ
る
浅
鉢
口
縁
部
小
片
を
伴
う
土
坑（
Ｓ
Ｋ
２
１
９
）

や
下
貝
原
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
八
）
の
表
採
刻
目
突
帯
文
土
器
片
か
ら
、

僅
か
な
が
ら
遺
跡
形
成
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
後
、潮
見
遺
跡（
原

田
一
九
八
六
ｂ
）・
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）・
市
場
遺
跡（
北
山
・

宮
下
・
原
田
一
九
八
六
）・
郷
ノ
木
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｃ
）
で
弥
生
時
代
前

期
の
土
器
を
伴
う
土
坑
群
や
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
雄
盆
地
で
は
、
武
雄
川
北
岸
域
と
六
角
川
中
流
域
で
弥
生

時
代
早
期
か
ら
遺
跡
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
建
物
跡
等
の
集
落
痕
跡
は

未
だ
見
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
甕
棺
墓
も
小
楠
遺
跡
１
１
３
街
区
Ｂ
・

Ｓ
Ｊ
１
７
２
４
や
郷
ノ
木
遺
跡
Ｂ
地
点
Ｓ
Ｊ
０
１
４
・
Ｓ
Ｊ
０
１
９
・
Ｓ
Ｊ

０
２
０
し
か
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
副
葬
品
を
伴
わ
な
い
甕
棺
以
外
の
墓
葬
が

主
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
集
落
痕
跡
と
同
様
に
大
部
分
が
埋
も

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

（
２
）
弥
生
時
代
中
期
の
集
落
と
墓
葬

　

弥
生
時
代
中
期
に
入
る
と
、
建
物
跡
等
の
集
落
痕
跡
が
見
え
始
め
る
。
前

述
の
小
楠
遺
跡（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
で
は
、
１
１
１
街
区
Ａ
の
Ｓ
Ｈ

１
２
２
が
、
そ
の
小
楠
遺
跡
に
隣
接
す
る
梶
原
遺
跡
で
は
、
１
２
３
街
区
Ｓ
Ｈ

１
６
０
２
・
Ｓ
Ｈ
１
６
０
７（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）、Ｓ
Ｈ
０
２
３（
原
田（
編
）

二
〇
〇
二
）
が
、
弥
生
時
代
中
期
の
建
物
跡
と
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
円
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
建
物
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
両
遺
跡
に
隣
接
す
る
竹

ノ
下
遺
跡（
越
智
二
〇
二
〇
）
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
４
棟（
Ｓ
Ｂ
６
５
０
・
Ｓ

Ｂ
１
４
８
０
・
Ｓ
Ｂ
１
４
８
２
・
Ｓ
Ｂ
１
４
８
６
）、
竪
穴
建
物
跡
６
棟（
Ｓ
Ｈ

０
９
０
・
Ｓ
Ｈ
３
７
５
・
Ｓ
Ｈ
３
８
０
・
Ｓ
Ｈ
８
８
０
・
Ｓ
Ｈ
１
０
５
０
・
Ｓ
Ｈ

１
２
０
０
）
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、
Ｓ
Ｈ
３
８
０
・
Ｓ
Ｈ
８
８
０
・

Ｓ
Ｈ
１
２
０
０
は
、
円
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
建
物
跡
で
あ
り
、
Ｓ
Ｈ
３
７
５
・
Ｓ

Ｈ
１
０
５
０
は
、
方
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
建
物
跡
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
武

雄
盆
地
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
内
に
、
円
形
プ
ラ
ン
か
ら
方
形
プ
ラ
ン
の
竪

第５図　弥生時代中期の遺跡分布
（S＝ 1/100,000）
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穴
建
物
に
変
わ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、墓
葬
の
方
は
、中
期
前
半
に
甕
棺
墓
葬
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
し
て
、

中
期
後
半
に
入
る
と
甕
棺
墓
葬
が
急
減
し
、
そ
の
ま
ま
終
焉
を
迎
え
る
。
副
葬

品
は
、
小
楠
遺
跡
発
掘
調
査
以
前
に
見
つ
か
っ
た
合
口
式
甕
棺
よ
り
鉄
鏃（
長

さ
８
ｃ
ｍ
）
が
出
土
し
た
と
伝
わ
る
の
み
で
、
他
に
副
葬
品
を
有
す
る
甕
棺
墓

葬
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
小
楠
遺
跡
・
梶
原
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
前
半
の
甕
棺
墓
葬
に

比
し
て
、
建
物
跡
の
検
出
が
少
な
い
現
状
が
あ
り
、
そ
こ
は
今
後
の
調
査
に
委

ね
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
お
け
る
甕
棺
墓
葬
の
急
減

と
終
焉
は
、集
落
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
は
、今
後
の
課
題
と
な
っ

て
く
る
。

　

六
角
川
中
流
域
に
移
る
と
、
前
時
期
よ
り
引
き
続
き
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・

宮
下
一
九
八
六
）･

郷
ノ
木
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｃ
）
で
弥
生
時
代
中
期
土
器

を
伴
う
土
坑
群
が
検
出
さ
れ
、
丹
塗
り
土
器
を
含
む
。
ま
た
、
杵
島
山
塊
北
西

部
に
位
置
す
る
東
福
寺
遺
跡（
徳
永
・
家
田
一
九
九
四
）
で
は
、
円
形
と
方
形

プ
ラ
ン
の
竪
穴
建
物
跡
が
６
棟（
Ｓ
Ｈ
０
０
４
・
Ｓ
Ｈ
０
０
５
・
Ｓ
Ｈ
０
０
６
・

Ｓ
Ｈ
０
０
７
・
Ｓ
Ｈ
０
０
９
・
Ｓ
Ｈ
０
１
０
）
検
出
さ
れ
て
お
り
、
六
角
川
中

流
域
の
低
地
部
だ
け
で
は
な
く
、
杵
島
山
山
塊
の
丘
陵
部
に
も
居
住
地
が
展
開

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
う
し
た
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
で
は
、
同
時
期
に
甕
棺

墓
葬
も
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
弥
生
時
代
中
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
小
児

棺
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
成
人
甕
棺
墓
葬
が
広
が
っ
て
い
な
い
。
こ
の
特
徴
は
、

み
や
こ
遺
跡
の
み
で
は
な
く
、
六
角
川
中
流
域
低
地
部
全
体
と
し
て
言
え
る
こ

と
で
あ
り
、
弥
生
時
代
中
期
段
階
の
成
人
甕
棺
墓
葬
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
成

人
甕
棺
墓
葬
は
、
丘
陵
部
に
築
か
れ
て
お
り
、
東
福
寺
遺
跡
に
近
い
杵
島
山
塊

第６図　武雄盆地出土の武器形青銅器・青銅製鉇
（S＝ 1/5・1/10）
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北
西
部
に
位
置
す
る
釈
迦
寺
遺
跡（
坂
井（
編
）
一
九
九
〇
）
が
そ
れ
に
あ
た
り
、

弥
生
時
代
中
期
前
半
代
の
成
人
甕
棺
墓
葬
群
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
特
質
す
べ

き
は
、
Ｓ
Ｊ
２
４
６
甕
棺
墓（
い
わ
ゆ
る〝
金
海
く
ず
れ
〟
甕
棺（
第
７
図
左
））

か
ら
細
形
銅
戈
１
点（
第
６
図
３
）、
Ｓ
Ｊ
２
７
９
甕
棺
墓（
Ｋ
Ⅱ
ａ
式（
第
７
図

右
））
か
ら
細
形
銅
剣（
第
６
図
２
）
と
青
銅
製
鉇（
第
６
図
４
）
が
１
点
ず
つ

出
土
し
て
お
り
、
初
期
青
銅
器
が
武
雄
盆
地
エ
リ
ア
ま
で
届
い
て
い
た
こ
と
を

示
す
。

　

同
様
に
、
六
角
川
下
流
域
西
岸
の
朝
日
ダ
ム
遺
跡
で
も
合
口
甕
棺
か
ら
細
形

銅
剣
１
点（
第
６
図
１
）
が
出
土
し
て
お
り（
七
田
一
九
七
二
）、
六
角
川
河
口

域
左
岸
・
右
岸
と
も
に
細
形
銅
剣
を
副
葬
す
る
甕
棺
墓
を
有
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
の
Ｓ
Ｋ
４
０
５
土
壙
か
ら

弥
生
時
代
中
期
後
半
の
土
器
と
共
に
双
孔
を
持
つ
鉄
剣
１
点
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
セ
フ（
二
〇
二
一
）
に
よ
っ
て
、
第
１
段
階
の
短
剣
Ⅲ

式
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
弥
生
時
代
中
期
初
頭
の
初
期
青
銅
器

の
流
入
だ
け
で
は
な
く
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
の
鉄
器
の
流
入
に
関
し
て
も
、

い
ち
早
く
武
雄
盆
地
エ
リ
ア
に
届
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
こ
の
時
期
に
は
、
こ
れ
ま
で
遺
跡
形
成
が
展
開
し
て
い
な
か
っ
た
六

角
川
下
流
域
北
岸
に
お
い
て
も
、
そ
の
動
き
が
見
て
取
れ
る
。
旧
北
方
町
に
位

置
す
る
東
宮
裾
遺
跡（
徳
永
一
九
九
四
）
で
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
の
隅
丸
方

形
竪
穴
建
物
跡（
Ｓ
Ｈ
０
０
９
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
弥
生
時
代

中
期
の
土
坑
群
や
甕
棺
墓
葬
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
武
雄
川
北
岸
丘
陵
部
や
六

角
川
中
流
域
と
は
異
な
る
遺
跡
形
成
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
野

間
峠
遺
跡
の
附
近
で
も
須
玖
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り（
七
田
一
九
七
二
）、

武
雄
川
南
岸
域
で
も
、
今
後
、
弥
生
時
代
集
落
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
３
）
弥
生
時
代
後
期
の
集
落
と
墓
葬

　

弥
生
時
代
後
期
に
入
る
と
、
小
楠
遺
跡（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
で
は
、
方

形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
建
物
が
急
増
す
る
。
そ
の
竪
穴
建
物
跡
か
ら
、
台
付
甕
や
肥

前
型
器
台
と
い
っ
た
環
有
明
海
的
な
土
器
が
多
く
見
つ
か
る
の
が
、
弥
生
時
代

後
期
の
武
雄
盆
地
に
お
け
る
特
色
で
も
あ
る
。
そ
の
集
落
に
対
応
す
る
墓
葬
は
、

小
楠
遺
跡
内
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
箱
式
石
棺
墓
や
石
蓋
土
壙
墓
な
ど
が
該
当

す
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
梶
原
遺
跡
の
北
側
に
位
置
す
る
山
下
遺
跡
で
、
貨
泉

を
伴
う
合
口
式
甕
棺
墓
が
見
つ
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り（
七
田
一
九
七
二
）、

第７図　武雄盆地における青銅器出土甕棺
（S=1/20）
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そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
小
楠
遺
跡
・
梶
原
遺
跡
の
周
辺
部
に
当
該
期
の
甕
棺
墓

葬
が
広
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
武
雄
小
学
校
校
庭
か
ら
四
乳
四

虺
鏡
片
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
中
国
鏡
片
も
流
入
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

六
角
川
中
流
域
で
も
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
で
弥
生
時

代
後
期
土
器
を
伴
う
土
坑
群
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、台
付
甕
や
肥
前
型
器
台（
第

９
図
）、そ
し
て
そ
れ
に
加
え
て
ジ
ョ
ッ
キ
形
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

茂
手
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
）
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡（
Ｓ
Ｂ
７
０
２
）
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
柱
穴
よ
り
有
鉤
銅
釧
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
有
鉤
銅
釧
は
、

第８図　弥生時代後期の遺跡分布
（S=1/100,000）

第９図　みやこ遺跡・茂手遺跡出土肥前型器台
（S=1/8）
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菊
池
望（
二
〇
二
一
）
の
Ａ
１
型
式
に
あ
た
り
、
石
製
鋳
型
を
用
い
て
北
部
九

州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
高
三
潴
式
古
段
階
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
納
手
遺
跡（
原
田
・
八
坂
一
九
八
六
）
Ｓ
Ｋ
２
２
８
土

壙
や
茂
手
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
）
Ⅳ
区
か
ら
は
、
小
形
仿
製
鏡
が
出
土
し

て
お
り
、
納
手
遺
跡
Ｓ
Ｋ
２
２
８
土
壙
出
土
の
も
の
は
内
行
花
文
系
第
２
型
Ｃ

類
、
茂
手
遺
跡
Ⅳ
区
出
土
の
も
の
は
腐
食
が
激
し
く
詳
細
不
明
と
さ
れ
る（
田

尻
二
〇
一
二
）。

　

一
方
、
墓
葬
の
方
で
は
、
成
人
甕
棺
墓
葬
も
見
つ
か
る
の
だ
が
、
箱
式
石
棺

墓
・
石
蓋
土
壙
墓
・
土
壙
墓
と
い
っ
た
墓
葬
も
検
出
さ
れ
、
副
葬
品
を
持
つ
も

の
も
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
Ｓ
Ｐ

３
０
５
石
棺
墓
か
ら
は
雲
雷
文
帯
内
行
花
文
鏡
片
が
出
土
し
て
お
り
、
破
片
と

は
言
え
、
副
葬
品
と
し
て
中
国
鏡
を
使
用
で
き
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
る
。
そ
の
他
に
中
国
鏡
と
し
て
は
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）

Ⅵ
区
下
層
か
ら
四
乳
四
虺
鏡
片
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
み
や
こ
遺
跡（
原

田
・
宮
下
一
九
八
六
）
Ｓ
Ｐ
１
０
０
１
石
棺
墓
か
ら
は
、
素
環
頭
刀
子（
第
10

図
１
）
が
出
土
し
て
お
り
、
立
谷
聡
明（
二
〇
一
七
）
の
Ⅱ
型
ａ
１
類
に
あ
た

り
、
唐
津
平
野
で
の
製
作
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
副
葬
品
で
は
な
い
が
、
茂
手

遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
）
Ｓ
Ｋ
４
０
６
土
壙
か
ら
も
素
環
頭
刀
子（
第
10
図

２
）
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
Ⅱ
型
ｂ
１
類
で
、
舶
載
品
と
考
え
ら
れ
て

い
る（
立
谷
二
〇
一
七
）。
さ
ら
に
、
郷
ノ
木
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｃ
）
Ｓ
Ｐ

４
０
５
土
壙
墓
か
ら
は
、
鉄
製
刀
子
と
小
形
仿
製
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
田
尻

義
了（
二
〇
一
二
）
の
内
行
花
文
系
小
形
仿
製
鏡
第
２
型
ｂ
類
で
あ
る
。

　

六
角
川
を
さ
ら
に
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
玉
江
遺
跡
で
は
、
昭
和

二
十
三
年
に
埋
納
さ
れ
た
中
広
形
銅
矛（
第
６
図
５
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る（
七

田
一
九
七
二
、
原
田
一
九
八
六
ａ
）。
弥
生
時
代
後
期
に
な
っ
て
も
玉
江
遺
跡

で
は
遺
跡
形
成
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
よ
り
上
流
で
も
遺
跡
展
開
を

見
な
い
こ
と
か
ら
、
玉
江
遺
跡
に
中
広
形
銅
矛
が
埋
納
さ
れ
た
意
味
は
、
領
域

認
識
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
。

　

こ
の
よ
う
に
、
六
角
川
中
流
域
も
武
雄
川
北
岸
の
丘
陵
部
と
同
様
に
環
有
明

海
的
な
土
器
と
舶
載
品
・
舶
載
原
料
を
基
に
し
た
金
属
器
が
流
入
す
る
地
域
の

近
接
し
た
拠
点
遺
跡
群
同
士
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
に
、
東
宮
裾
遺
跡

（
柴
元
一
九
七
〇
ａ
・
ｂ
）
で
も
昭
和
三
十
七
年
に
巴
形
銅
器
数
点
・
銅
銭（
貨

泉
？
）
５
～
８
枚
・
管
玉
・
鉄
剣
を
副
葬
し
た
石
蓋
甕
棺
墓
葬
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、
現
存
す
る
の
は
巴
形
銅
器
３
点
と
緑
色
凝
灰
岩
製
管
玉
の
み
だ
が（
木

下
・
蒲
原
一
九
九
三
）、
金
属
器
を
介
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

第10図　みやこ遺跡・茂手遺跡出土素環刀
（S=1/5）
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（
４
）
弥
生
時
代
終
末
期
の
集
落
と
墓
葬

　

弥
生
時
代
後
期
に
竪
穴
建
物
が
急
増
し
て
い
た
武
雄
川
北
岸
の
小
楠
遺
跡

（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
で
は
、
終
末
期
に
入
っ
て
も
集
落
遺
跡
が
継
続
す
る
。

そ
の
集
落
遺
跡
に
伴
う
墓
葬
も
引
き
続
き
箱
式
石
棺
墓
な
ど
が
展
開
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
が
、
副
葬
品
を
伴
わ
な
い
た
め
時
期
の
限
定
が
困
難
で
あ
る
。

　

一
方
、
六
角
川
中
流
域
で
も
、
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）・
茂

手
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
）・
納
手
遺
跡（
原
田
・
八
坂
一
九
八
六
）
で
土
坑
群

や
溝
が
検
出
さ
れ
、
中
広
形
銅
矛
が
埋
納
さ
れ
て
い
た
玉
江
遺
跡
で
も
土
坑
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
遺
跡
の
分
布
が
無
か
っ
た
高
橋
川
流
域
の
丘
陵
部
に
位
置

す
る
森
崎
遺
跡（
奥
・
八
坂（
編
）一
九
八
三
）で
井
戸（
Ｓ
Ｅ
０
１
）が
検
出
さ
れ
、

古
墳
時
代
前
期
前
葉（
土
師
本
村
１
式
）
ま
で
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
六
角
川
下
流
域
南
岸
に
あ
た
る
杵
島
山
山
塊
北
部
の
貝
良
木
遺
跡

（
樋
渡
二
〇
〇
四
）
で
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
頃
の
石
蓋
土

壙
墓
や
箱
式
石
棺
墓
群
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
祭
祀
遺
構
Ｓ
Ｘ
１
５
も
検
出
さ

れ
、
土
師
本
村
１
式（
古
墳
時
代
前
期
前
葉
）
ま
で
の
古
式
土
師
器
が
出
土
し

て
い
る
。

（
５
）
小
結

　

以
上
、
武
雄
盆
地
の
各
弥
生
時
代
遺
跡
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
弥
生
時

代
早
期
か
ら
環
濠
集
落
の
形
成
が
行
わ
れ
、
当
初
か
ら
唐
津
地
域
を
分
布
の
中

心
と
し
た
の
甕
が
流
入
し
、
そ
れ
が
弥
生
時
代
中
期
初
頭
の
初
期
青
銅
器
の
流

入
や
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
以
降
の
舶
載
品
や
舶
載
原
料
を
基
に
し
た
製
品
の

流
入
等
、
当
時
の
最
先
端
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
世
界
に
武
雄
盆
地
が
在
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
玄
界
灘
を
介
し
た
西
北
九
州
と
も
、
有
明
海
を
介
し

た
島
原
や
中
九
州
と
も
接
続
で
き
る
そ
う
し
た
地
理
的
位
置
に
も
在
り
、
佐
賀

平
野
と
は
異
な
る
テ
イ
ス
ト
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
際
、
武
雄
盆
地
の
中
で
、
武
雄
川
北
岸
域
・
六
角
川
中
流
域
が
核
と
な

り
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
、
六
角
川
下
流
域
が
存
在
す
る
地
理
的
状
況
と
な

り
、
今
後
、
武
雄
川
南
岸
域
の
様
相
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
．
武
雄
盆
地
の
古
墳
時
代

（
１
）
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
と
墳
墓

　

時
代
が
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
変
わ
る
頃
、
武
雄
川
北
岸
の
小
楠
遺
跡

第11図　弥生時代終末期の遺跡分布
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（
坂
井（
編
）
一
九
九
一
）
で
は
、
弥
生
時
代
終
末
期
よ
り
継
続
し
て
古
墳
時
代

前
期
前
葉（
土
師
本
村
１
式
）
ま
で
竪
穴
建
物
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
隣
接

す
る
梶
原
遺
跡（
原
田（
編
）
二
〇
〇
二
）
で
は
、
そ
の
時
期
に
併
行
す
る
方
形

周
溝
墓
が
築
か
れ
る
。
こ
れ
は
武
雄
盆
地
に
お
け
る
時
代
変
化
の
一
端
を
表
す
。

　

六
角
川
中
流
域
で
は
、
引
き
続
き
納
手
遺
跡（
原
田
・
八
坂
一
九
八
六
）
や

茂
手
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
・
一
九
八
七
）・
市
場
遺
跡（
原
田
一
九
九
〇
）・

下
貝
原
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
八
）
で
土
坑
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
、
玉
江
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
七
、
坂
井
・
原
田
一
九
八
九
）
で
竪

穴
建
物
８
棟（
Ｓ
Ｂ
３
０
２
・
Ｓ
Ｂ
３
０
４
・
Ｓ
Ｂ
３
０
５
・
Ｓ
Ｂ
３
０
９
・
Ｓ

Ｂ
３
１
０
・
Ｓ
Ｂ
３
２
１
・
Ｓ
Ｂ
３
３
１
・
Ｓ
Ｂ
３
３
２
）
が
、
古
墳
時
代
前

期
前
葉（
土
師
本
村
１
式
）
か
ら
中
期
中
葉（
３
期
）
ま
で
連
綿
と
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
玉
江
遺
跡
は
、
中
広
形
銅
矛
の
埋
納
地
で
、
弥

生
時
代
終
末
期
以
降
、
遺
跡
形
成
が
始
ま
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
墳
時
代

前
期
前
葉（
土
師
本
村
１
式
）
か
ら
中
期
中
葉（
３
期
）
ま
で
は
居
住
域
が
広

が
る
状
態
に
変
貌
す
る
。
当
該
期
に
お
け
る
墓
葬
は
、
お
つ
ぼ
山
や
東
福
寺

遺
跡
で
箱
式
石
棺
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
弥
生
時
代
に
引
き
続
き
、
箱
式
石

棺
墓
葬
が
継
続
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
一
方
、
東
福
寺
遺
跡（
徳
永
・
家
田

一
九
九
四
）
で
は
Ｓ
Ｔ
０
１
７
・
Ｓ
Ｔ
０
１
８
の
よ
う
に
竪
穴
式
石
室（
墳
形

不
明
）
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
古
墳
時
代
前
期
後
葉（
土
師
本
村
２
式
）
以
降

の
墳
墓
形
成
も
始
ま
る
。

　

そ
う
し
た
武
雄
盆
地
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
出
現
に
お
け
る
一
端
は
、
武

雄
川
南
岸
に
見
え
る
。
白
岩
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
の
矢
ノ
浦
古
墳

（
原
田（
編
）
一
九
八
〇
）（
第
13
図
左
）
で
は
、
第
１
主
体
部
か
ら
前
期
倭
製

鏡
中
段
階
の
対
置
式
神
獣
鏡
Ｂ
式（
下
垣
二
〇
一
六
）
が
出
土
し
て
お
り
、
古

墳
時
代
前
期
末（
倭
製
鏡
Ⅳ
期（
下
垣
二
〇
一
一
）、
中
四
研
編
年
Ⅴ
期（
岩
本

二
〇
一
四
・
二
〇
一
八
））
を
第
１
主
体
部
の
上
限
年
代
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
、

そ
れ
に
先
行
す
る
第
２
主
体
部
の
存
在
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
後
葉（
土
師
本

村
２
式
）
を
上
限
と
す
る
築
造
年
代
が
想
定
出
来
る（
徳
富
二
〇
二
二
）。
同
一

の
白
岩
丘
陵
に
は
、
箱
式
石
棺
や
巨
大
箱
式
石
棺
を
持
つ
上
の
山
古
墳（
銅
鏡

出
土
）
が
存
在
し
、
矢
ノ
浦
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
以
前
よ
り
墓
域
と
し
て
機
能

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
そ
の
母
集
団
集
落
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

見
え
て
お
ら
ず
、
武
雄
川
南
岸
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
出
現
は
、
前
史
を
欠

い
て
い
る
状
態
に
在
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
野
間
峠
遺
跡
附
近
で
須
玖
式
土
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
七
田
一
九
七
二
）、
今
後
、
武
雄
川
南
岸
域
の

第12図　古墳時代前期の遺跡分布
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前
方
後
円
墳
出
現
前
夜
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
方
、
武
雄
川
北
岸
の
内
陸
部（
甘
久
川
流
域
）
に
も
、
前
方
後
円
墳
で
あ

る
多
蛇
古
１
号
墳（
原
田（
編
）
一
九
九
三
）（
第
13
図
右
）
が
築
造
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
前
方
部
が
削
平
さ
れ
、
主
体
部
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
築
造
年
代
を
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
応
前
期
古
墳
に

し
て
お
く
が
、
甘
久
川
流
域
の
集
落
遺
跡
も
、
現
在
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
多
蛇
古
１
号
墳
の
母
集
団
集
落
は
未
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
武
雄

盆
地
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
出
現
は
、
弥
生
時
代
の
脈
絡
か
ら
は
汲
み
取
り

に
く
い
場
所
で
起
き
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
時
に
、
弥
生
時
代
か
ら
連

綿
と
遺
跡
形
成
を
続
け
て
き
た
小
楠
遺
跡
・
梶
原
遺
跡
が
、
遺
跡
形
成
を
停
止

す
る
こ
と
は
、
時
代
の
変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
高
橋
川
上
流
域
で
も
新
た
な
遺
跡
形

成
が
見
ら
れ
、
藤
田
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
九
四
）
で
１
～
２
Ｂ
期
の
竪
穴
建

物
跡
が
１
棟（
Ｓ
Ｈ
０
０
２
）
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
古
墳
時
代
中
期
の
集
落
と
墳
墓

　

古
墳
時
代
中
期
に
入
る
と
、
武
雄
川
南
岸
で
集
落
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
野

間
峠
遺
跡（
中
島
一
九
六
九
、
原
田
・
宮
下（
編
）
一
九
八
五
、
原
田（
編
）

二
〇
〇
二
）
で
は
、
２
Ｂ
～
３
期
の
竪
穴
建
物
２
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
の
調
査
で
、
須
恵
器
・
土
師
器
を
伴
う
土
坑
や
溝
等
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
武
雄
川
南
岸
で
は
、
野
間
峠
遺
跡
に
続
く
集
落
遺

跡
の
発
見
が
な
く
、
武
雄
川
南
岸
の
集
落
動
態
は
未
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
古
墳
時
代
前
期
前
葉（
土
師
本
村
１
式
）
よ
り
遺
跡
形
成
が
途
絶

え
た
小
楠
遺
跡
・
梶
原
遺
跡
に
隣
接
す
る
竹
ノ
下
遺
跡（
越
智
二
〇
二
〇
）

で
、
４
Ａ
～
５
Ｂ
の
竪
穴
建
物
３
棟（
Ｓ
Ｈ
３
２
９
・
Ｓ
Ｈ
３
５
０
・
Ｓ
Ｈ

１
０
０
０
）
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
中
期
後
葉（
４
Ａ
期
）
か
ら
武

雄
川
北
岸
で
も
遺
跡
形
成
が
再
び
動
き
出
す
。
さ
ら
に
、
竹
ノ
下
遺
跡（
越
智

二
〇
二
〇
）
で
は
、
４
Ｂ
～
５
Ａ
期
の
方
墳
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
集
落
と
墳

墓
が
対
応
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
甘
久
川
流
域
で
は
、
多
蛇
古
２
号
墳（
原

第13図　矢ノ浦古墳（左）・多蛇古１号墳（右）
（S=1/1,000）
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田（
編
）
一
九
九
三
）
も
築
造
さ
れ
る
。

　

他
方
、
六
角
川
中
流
域
で
は
、
小
野
原
遺
跡（
原
田
一
九
八
九
ｂ
）
や
下
貝

原
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
八
）
で
土
坑
や
溝
が
検
出
さ
れ
、
市
場
遺
跡（
原

田
一
九
九
〇
）
で
は
、
２
Ａ
～
４
Ａ
期
の
竪
穴
建
物
跡
３
棟（
Ｓ
Ｂ
４
０
１
・

Ｓ
Ｂ
４
０
９
・
Ｓ
Ｈ
０
５
０
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
江
遺
跡（
原

田（
編
）
一
九
八
七
、
坂
井
・
原
田
一
九
八
九
）
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
に
引

き
続
き
、
竪
穴
建
物
跡
が
見
ら
れ
る
。
当
該
期
の
墳
墓
と
し
て
は
、
東
福
寺
遺

跡（
徳
永
・
家
田
一
九
九
四
）か
ら
、粘
土
槨
割
竹
形
木
棺
葬
の
方
墳（
14
×
14
ｍ
）

で
あ
る
Ｓ
Ｔ
０
１
５
や
竪
穴
系
横
口
式
石
槨
を
有
す
る
Ｓ
Ｔ
０
０
１
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
中
期
中
葉（
３
期
）
以
降
も
東
福
寺
遺
跡
内
に
お
い
て
、

造
墓
活
動
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
佐
賀
県
下
最
大
級
の
円
墳
で
あ
る
玉
島
古
墳
が
、

六
角
川
中
流
域
の
奥
部
に
築
造
さ
れ
る
。
玉
島
古
墳（
中
島
一
九
七
〇
、
木
下

一
九
七
三
、七
田
一
九
七
二
）
か
ら
は
、
Ｏ
Ｎ
４
６
～
Ｔ
Ｋ
２
０
８
型
式
期
に

位
置
付
け
ら
れ
る
中
期
倭
鏡
の
乳
脚
紋
鏡
Ａ
系
ｂ
式（
加
藤
二
〇
二
〇
）（
＝
後

期
倭
鏡
古
段
階
の
乳
脚
文
鏡
房
文
系（
岩
本
二
〇
一
七
・
二
〇
二
四
））
が
出
土

し
て
お
り
、
石
室
形
態
も
前
方
後
円
墳
集
成
７
期
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る

た
め（
重
藤
二
〇
一
〇
）、
古
墳
時
代
中
期
後
葉（
３
～
４
Ａ
期
）
の
首
長
墓
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
玉
島
古
墳
に
後
続
す
る
潤
沢
な
副
葬
品
を
有
す

る
古
墳
と
し
て
潮
見
古
墳（
中
島
一
九
七
四
、
木
下
一
九
七
五
）
が
あ
り
、
出

土
し
た
馬
具
か
ら
４
Ｂ
～
５
Ａ
期
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
宮
代
・
白
木

原
一
九
九
四
、
片
山
二
〇
二
〇
）。

（
３
）
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
と
墳
墓

　

古
墳
時
代
後
期
に
入
る
と
、
武
雄
川
北
岸
で
は
、
竹
ノ
下
遺
跡（
越
智

二
〇
二
〇
）
で
５
Ｂ
期
ま
で
竪
穴
建
物
が
営
ま
れ
、
高
橋
川
上
流
域
の
藤
田

遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
九
四
）
で
も
５
Ｂ
期
に
竪
穴
建
物
跡
が
１
棟（
Ｓ
Ｈ

０
０
１
）
見
つ
か
っ
て
い
る
。
だ
が
墳
墓
の
方
は
、
武
雄
川
北
岸
・
南
岸
域
と

も
横
穴
式
石
室
墳
の
分
布
は
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
発
掘
調
査
事
例
に
乏
し
く
、

こ
の
時
期
の
墳
墓
動
態
を
明
確
に
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

一
方
、
六
角
川
中
流
域
で
は
、
納
手
遺
跡（
原
田
・
八
坂
一
九
八
六
）・
茂
手

遺
跡（
原
田
一
九
八
六
・
一
九
八
七
）・
み
や
こ
遺
跡（
原
田
一
九
八
九
ａ
）
で

土
坑
や
溝
が
検
出
さ
れ
る
中
、
納
手
遺
跡（
原
田
・
八
坂
一
九
八
六
）
の
Ｓ
Ｂ

２
０
５
や
玉
江
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
七
、
坂
井
・
原
田
一
九
八
九
）
の
Ｓ

第14図　古墳時代中期の遺跡分布
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Ｂ
２
０
３
・
Ｓ
Ｂ
２
０
７
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
玉
江
遺
跡
で
は
、

そ
の
２
棟
の
他
、
遺
構
年
代
が
詳
ら
か
で
な
い
古
墳
時
代
後
半
期
の
掘
立
柱
建

物
跡
が
在
る
。
ま
た
、
市
場
遺
跡（
原
田
一
九
九
〇
）
の
Ｓ
Ｂ
４
０
９
や
玉
江

遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
七
、
坂
井
・
原
田
一
九
八
九
）
の
Ｓ
Ｂ
２
０
１
・
Ｓ

Ｂ
２
０
２
の
よ
う
に
、
竪
穴
建
物
跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　

墳
墓
の
方
は
、
杵
島
山
山
塊
北
西
部
の
釈
迦
寺
遺
跡（
坂
井（
編
）

一
九
九
〇
）
で
横
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
２
０
１
や
鳴
瀬
山
頂
古
墳
群

（
蒲
原（
編
）
一
九
八
七
）
１
号
墳
が
検
出
さ
れ
、
東
福
寺
遺
跡（
徳
永
・
家
田

一
九
九
四
）
で
も
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
円
墳
Ｓ
Ｔ
０
０
２
・
Ｓ
Ｔ
０
０
３
・

Ｓ
Ｔ
０
１
３
・
Ｓ
Ｔ
０
１
４
が
築
造
さ
れ
る
。
そ
の
Ｓ
Ｔ
０
１
４
か
ら
は
、
飛

燕
式
鉄
鏃（
第
16
図
）
が
出
土
し
て
お
り
、齊
藤
大
輔（
二
〇
一
四
）
は
、Ⅳ
期（
Ｔ

Ｋ
４
３
～
Ｔ
Ｋ
２
０
９
型
式
期
）
に
飛
燕
式
鉄
鏃
が
八
女
地
域
を
中
心
に
展
開

す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
最
近
で
は
筑
紫
君
が
好
ん
だ
鉄
鏃
と
も

評
さ
れ
る（
小
嶋
・
酒
井（
編
）
二
〇
二
四
）。
そ
の
筑
紫
君
磐
井
の
乱
と
の
関

連
伝
承
が
伝
わ
る「
磐
井
の
丘
」
が
甘
久
川
流
域
の
独
立
丘
に
あ
る
。
磐
井
の

砦
跡
と
の
伝
承
だ
が
、
飛
燕
式
鉄
鏃
が
東
福
寺
遺
跡（
徳
永
・
家
田
一
九
九
四
）

Ｓ
Ｔ
０
１
４
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
武
雄
盆
地
と
筑
紫
君
と

の
関
係
性
を
示
す
。

　

ま
た
、
東
福
寺
遺
跡（
原
田（
編
）
二
〇
〇
一
）
で
は
、
Ⅰ
期
ま
で
に
Ｓ
Ｔ

０
２
２
・
Ｓ
Ｔ
０
２
４
の
前
方
後
円
墳
２
基（
第
17
図
）
が
築
造
さ
れ
て
お
り
、

六
角
川
中
流
域
の
首
長
墓
系
譜
の
末
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
、
六

角
川
下
流
域
北
岸
で
あ
る
旧
北
方
町
の
東
宮
裾
遺
跡
に
近
い
立
山
古
墳
群（
木

第15図　古墳時代後期の遺跡分布
（S=1/100,000）

第 16図　東福寺遺跡ST014出土
飛燕式鉄鏃（S=1/3）
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下
一
九
七
六
、
北
方
町
史
編
さ
ん
委
員
会（
編
）
一
九
八
五
）
で
、
１
号
墳
と

２
号
墳
の
円
墳
２
基
が
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
発
掘
調
査
に
て
判
明
し
て

い
る
。

（
４
）
古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
の
集
落
と
墳
墓

　

古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
に
は
、
武
雄
盆
地
全
体
で
遺
跡
形
成
が
鈍

る
。
六
角
川
中
流
域
で
も
Ⅰ
期
に
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
で

竪
穴
建
物
跡（
Ｓ
Ｂ
１
０
０
２
）
１
棟
が
検
出
さ
れ
た
他
は
、
前
時
期
か
ら
の

竪
穴
建
物
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
在
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
玉
江
遺
跡
３

第17図　東福寺遺跡ST022（左）・ST024（右）
（S=1/500）

第 18図　古墳時代終末期（飛鳥時代）の遺跡分布
（S=1/100,000）
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区（
徳
永
一
九
九
四
）
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
Ｓ
Ｋ
３
１
６
土
坑
か
ら
は
、
平

瓶
の
可
能
性
が
あ
る
須
恵
器
底
部
を
伴
っ
て
、
鞴
羽
口
が
出
土
し
て
お
り（
第

19
図
）、
Ⅱ
期
以
降
に
玉
江
遺
跡
で
鉄
器
製
作
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る（
徳
富
二
〇
二
三
）。
ま
た
、
建
物
跡
で
は
な
い
が
、
Ⅱ
期
後
半
に
潮
見
遺

跡（
原
田
一
九
八
六
）
で
土
坑
が
、
Ⅲ
期
後
半
か
ら
み
や
こ
遺
跡（
原
田
・
宮

下
一
九
八
六
）
で
溝
が
、
郷
ノ
木
遺
跡
Ｂ
地
点（
原
田（
編
）
一
九
八
四
）
で

不
明
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
玉
江
遺
跡（
原
田（
編
）
一
九
八
七
、
徳
永

一
九
九
四
）
で
は
土
坑
の
形
成
が
全
般
に
及
ぶ
。
つ
ま
り
、
建
物
跡
は
見
え
て

い
な
い
が
、
六
角
川
中
流
域
低
地
部
で
は
、
鈍
い
な
が
ら
も
、
遺
跡
形
成
が
進

行
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
Ⅱ
期
以
降
に
該
当
す
る
新
規
墳
墓
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
慮
す
べ

き
だ
が
、
須
恵
器
坏
Ｇ
も
し
く
は
坏
Ｂ
を
主
体
的
に
副
葬
す
る
墳
墓
は
未
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
。

（
５
）
小
結

　

こ
の
よ
う
に
、
武
雄
盆
地
の
古
墳
時
代
は
、
主
に
三
つ
の
エ
リ
ア
で
顕
著
な

遺
跡
形
成
が
進
む
。
一
つ
目
は
、
武
雄
川
北
岸
域
で
、
弥
生
時
代
早
期
以
来
の

拠
点
的
エ
リ
ア
の
周
辺
で
遺
跡
形
成
が
進
行
す
る
。
特
に
、
多
蛇
古
１
号
墳
と

い
う
首
長
墓
が
古
墳
時
代
前
期（
も
し
く
は
中
期
）
に
築
か
れ
る
こ
と
も
示
唆

に
富
む
。
二
つ
目
は
、六
角
川
中
流
域
で
あ
り
、こ
ち
ら
も
弥
生
時
代
早
期
以
来
、

遺
跡
形
成
が
進
む
土
地
で
あ
り
、
古
墳
時
代
前
期
の
首
長
墓
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
古
墳
時
代
中
期
の
玉
島
古
墳
以
降
、
東
福
寺
Ｓ
Ｔ
０
２
２
・
Ｓ

Ｔ
０
２
４
の
前
方
後
円
墳
ま
で
首
長
墓
系
譜
が
成
立
す
る
場
所
で
あ
る
。
三
つ

目
は
、
武
雄
川
南
岸
域
で
あ
り
、
発
掘
調
査
の
多
寡
が
起
因
し
て
い
る
部
分
も

大
き
い
が
、
武
雄
川
北
岸
域
や
六
角
川
中
流
域
に
比
し
て
、
弥
生
時
代
の
遺
跡

形
成
が
そ
う
見
え
な
い
土
地
で
あ
り
、
矢
ノ
浦
古
墳
と
い
う
首
長
墓
が
出
現
す

る
背
景
や
、
そ
の
後
首
長
墓
系
譜
を
発
生
さ
せ
て
い
な
い
原
因
な
ど
、
今
後
の

調
査
が
待
た
れ
る
。

　

そ
の
武
雄
川
南
岸
域
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
武
雄
盆
地
の
古
墳
時
代
は
、
基

本
的
に
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
形
成
を
背
景
に
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

古
墳
時
代
に
新
た
な
開
発
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
史
を
有
す

第19図　玉江遺跡３区SK316土坑出土遺物
（S=1/4）
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る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
弥
生
時
代
か
ら
続
く
歴
史
を
有
す
る
場
所
に
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石

と
い
う
古
代
山
城
が
築
造
さ
れ
る
こ
と
は
、
突
如
、
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
背

景
と
は
異
に
す
る
。

三
．
考
察

（
１
）
武
雄
盆
地
内
に
お
け
る
六
角
川
中
流
域
と
い
う
場
所

　

前
述
の
よ
う
に
、
六
角
川
中
流
域
は
、
弥
生
時
代
早
期
よ
り
遺
跡
形
成
が
見

ら
れ
る
土
地
で
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
に
は
、
首
長
墓
系
譜
も
見
え
る
。
そ
の

中
で
、
Ⅰ
期
ま
で
に
築
造
さ
れ
た
東
福
寺
遺
跡
Ｓ
Ｔ
０
２
２
・
Ｓ
Ｔ
０
２
４
の

前
方
後
円
墳
２
基
は
、
六
角
川
中
流
域
最
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
最
後
の

首
長
墓
で
あ
る
。
そ
の
後
、
古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
に
は
首
長
を
示

す
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、少
な
く
と
も
、首
長
権
が
違
う
場
所
へ
移
っ

た
こ
と
を
示
す
遺
跡
は
な
い
た
め
、
古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
に
入
っ

て
も
、
六
角
川
中
流
域
で
首
長
権
が
保
た
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
時
、
玉
江
遺
跡
３
区（
徳
永
一
九
九
四
）
の
鉄
器
製
作
関
連
遺
物
は
、
注

目
に
値
し
、
古
墳
時
代
終
末
期（
飛
鳥
時
代
）
に
お
け
る
生
産
遺
跡
の
一
端
を

示
す
。

　

そ
の
玉
江
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
中
広
形
銅
矛
が
埋
納
さ
れ
た
場
所
で

あ
り（
七
田
一
九
七
二
ａ
、
原
田
一
九
八
六
ａ
）、
そ
れ
ま
で
に
遺
跡
形
成
を
見

な
い
。
玉
江
遺
跡
の
遺
跡
形
成
は
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
展
開
し
、
古
墳
時

代
に
は
、
竪
穴
建
物
や
掘
立
柱
建
物
が
並
ぶ
景
観
へ
と
変
貌
す
る
。
た
だ
し
、

弥
生
時
代
以
来
の
領
域
認
識
の
た
め
か
、
弥
生
・
古
墳
時
代
遺
跡
が
、
玉
江
遺

跡
一
帯
よ
り
六
角
川
を
遡
ら
な
い
。
古
墳
の
分
布
も
、
玉
江
遺
跡
に
程
近
い
溝

ノ
上（
東
・
西
）
古
墳
群
が
六
角
川
最
上
流
で
あ
る
た
め
、
玉
江
遺
跡
は
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
、
六
角
川
中
流
域
の
入
り
口
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
杵
島
山
山
塊
に
は
た
く
さ
ん
の
古
墳
群
が
形

成
さ
れ
る
中
、
陸
路
で
境
界
を
接
す
る
藤
津
郡
域
の
杵
島
山
山
塊
西
南
部
で
は
、

古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
明
ら
か
に
六
角
川
中
流
域
は
境
界
認

識
を
有
し
た
小
世
界
を
築
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
杵
島
山
山
塊
北
部
と
の

第20図　弥生時代終末期～飛鳥時代（古墳時代終末期）における
集落と古墳の動態



99

関
係（
前
方
後
円
墳
の
簑
具
崎
２
・
３
号
墳
）
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、六
角
川
中
流
域
は
、有
明
海
北
西
部
の
入
江
に
面
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
的
な
小
世
界
で
あ
り
、
そ
の
小
世
界
が「
杵
島
縣
」
と
い
う
実
態
を
示
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
２
）
九
州
北
西
部
に
お
け
る
六
角
川
中
流
域
と
い
う
場
所

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
六
角
川
中
流
域
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
性
格
を
有
し

た
小
世
界
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
巨
視
的
に
考
え
る
と
、
鍵
と
な
っ

て
く
る
遺
物
と
し
て
、
台
付
甕
や
肥
前
型
器
台
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

台
付
甕
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
黒
髪
式
土
器
の
影
響
下
で
成
立
し
て
く
る
土

器
で
あ
り
、
当
時
か
ら
有
明
海
を
通
じ
た
交
流
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（
石
田
二
〇
一
五
、
宮
﨑
二
〇
一
九
な
ど
）。
長
崎
県
本
土
地
域
の

在
地
系
台
付
甕
は
、
島
原
半
島
か
ら
諫
早
地
峡
、
大
村
湾
沿
岸
で
弥
生
時
代
中

期
後
葉
段
階
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
分
布
域
が
北
上

す
る（
宮
﨑
二
〇
一
九
）。
そ
の
中
に
、
六
角
川
中
流
域
が
含
ま
れ
、
茂
手
遺

跡
や
み
や
こ
遺
跡
で
島
原
半
島
系
台
付
甕
が
出
土
し
て
い
る（
石
橋
二
〇
一
二
、

宮
﨑
二
〇
一
九
）。

　

一
方
、
肥
前
型
器
台
は
、
瀬
戸
内
地
域
の
間
接
的
な
影
響
と
東
北
部
九
州
の

直
接
的
な
影
響
で
、
佐
賀
県
西
部
～
島
原
半
島
に
か
け
て
の
地
域
で
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
土
器
で
あ
り（
上
田
二
〇
〇
四
）、
み
や
こ
遺
跡
や
茂
手
遺

跡
、
納
手
遺
跡
の
出
土
事
例
を
基
に
考
察
が
な
さ
れ
て
お
り（
原
田
一
九
八
六

ｅ
）、
二
〇
一
四
年
に
は
、「
肥
前
型
器
台
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
肥

後
考
古
学
会
・
長
崎
県
考
古
学
会
合
同
大
会
が
開
催
さ
れ
る
等
、
盛
ん
に
研

究
さ
れ
て
い
る（
肥
後
考
古
学
会（
編
）
二
〇
一
四
）。
そ
う
し
た
中
で
、
立
谷

（
二
〇
二
二
）
は
、
円
形
透
か
し
を
持
つ
器
台
と
方
形
透
か
し
を
持
つ
装
飾
器

台
を
分
け
た
分
布
図（
第
21
図
）
を
作
成
し
、
佐
賀
平
野
西
部
と
筑
後
川
流
域

北
半
の
両
地
域
で
は
、
円
形
透
か
し
を
持
つ
器
台
と
方
形
透
か
し
を
持
つ
器
台

が
共
伴
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
Ⅱ
型
ａ
・
ｂ
類
素
環
刀
や
Ｂ
・
Ｃ
型
４

類
大
孔
鏃
の
集
成
地
と
重
な
る
こ
と
述
べ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
み
や
こ
遺
跡

（
原
田
・
宮
下
一
九
八
六
）
Ｓ
Ｐ
１
０
０
１
石
棺
墓
か
ら
は
、
Ⅱ
型
ａ
１
類
の

素
環
刀
が
、
茂
手
遺
跡（
原
田
一
九
八
六
ｄ
）
Ｓ
Ｋ
４
０
６
土
壙
か
ら
は
、
Ⅱ第21図　九州北半部における透かしを持つ装飾器台の分布
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型
ｂ
１
類
の
素
環
刀
が
出
土
し
て
お
り
、
共
に
円
形
透
か
し
と
方
形
透
か
し
の

肥
前
型
器
台
が
出
土
し
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
立
谷（
二
〇
二
二
）
は
、
透
か

し
を
持
つ
装
飾
器
台
の
分
布
に
素
環
刀（
Ⅱ
型
ａ
・
ｂ
・
ｃ
類
）
を
加
え
る
こ
と

で
、
九
州
北
半
部
に
お
け
る
地
域
間
交
流
を
よ
り
浮
き
彫
り
に
し
、
環
有
明
海

だ
け
で
は
な
く
、
九
州
島
西
廻
り
ル
ー
ト
や
筑
後
川
―
日
田
盆
地
―
周
防
灘
沿

岸
と
い
っ
た
ル
ー
ト
と
も
接
続
を
図
っ
て
い
る（
第
22
図
）。

　

こ
の
よ
う
な
台
付
甕
と
肥
前
型
器
台
の
分
布
エ
リ
ア
に
関
し
て
は
、
宮
﨑
貴

夫（
二
〇
一
九
な
ど
）
が
、〈
肥（
ヒ
）
地
域
連
合
体
〉
と
呼
称
し
て
お
り
、
立

谷（
二
〇
二
二
）
の
研
究
は
、
宮
﨑（
二
〇
一
九
な
ど
）
の〈
ツ
ク
シ
連
合
体
〉

と
の
関
係
性
や
、
上
田
龍
児（
二
〇
〇
四
）
が
器
台
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た

よ
う
な
瀬
戸
内
地
域
を
背
景
と
し
た
東
北
部
九
州
地
域
と
の
関
係
性
を
よ
り
明

確
化
し
た
と
言
え
る
。

　

つ
ま
り
、
弥
生
時
代
後
期
以
降
の
九
州
西
北
部
に
お
け
る
六
角
川
中
流
域
と

い
う
場
所
は
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
文
化
の
十
字
路
で
あ
り
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
現
象
は
、
斉
一
的
な
布
留
式
土
器
様
式

の
伝
播
の
下
で
、
台
付
甕
・
肥
前
型
器
台
が
消
滅
す
る
古
墳
時
代
前
期
前
葉
に

は
解
消
さ
れ（
宮
﨑
二
〇
一
九
な
ど
）、
中
九
州
地
域
や
唐
津
地
域（
中
原
遺
跡
）

で
製
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
Ⅱ
型
ｂ
・
ｃ
類
素
環
刀
も
姿
を
消
す
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
立
谷
二
〇
二
二
）。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
前
期
前
半
ま
で

で
、
一
端
こ
の
地
域
色
は
解
消
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
佐
賀
県
域
に
お
け
る

古
墳
時
代
的
様
相
へ
の
画
期
と
し
て
古
墳
時
代
前
期
半
ば
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

と
合
致
す
る（
渡
部
二
〇
一
八
、
徳
富
・
塩
見
・
𡈽
井
二
〇
二
四
）。
お
そ
ら
く

そ
う
し
た
中
で
、
小
楠
遺
跡
・
梶
原
遺
跡
の
遺
跡
形
成
停
止
や
武
雄
盆
地
内
に

お
け
る
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
生
じ
て
く
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
古
墳
時
代
的
様
相
も
持
続
し
な
い
。
少
な
く

と
も
、
古
墳
時
代
中
期
中
頃
の
佐
賀
平
野
で
は
、
最
大
級
の
船
塚
古
墳
が
築

か
れ
る
も
の
の
、
集
落
の「
断
絶
」
と
見
え
る
事
象
が
起
き
て
い
る（
渕
ノ
上

二
〇
一
九
、
徳
富
・
塩
見
・
𡈽
井
二
〇
二
四
）。
六
角
川
中
流
域
で
も
、
遺
跡
数

の
減
少
は
否
め
ず
、
そ
う
し
た
中
で
、
玉
島
古
墳
の
築
造
に
至
る
。
つ
ま
り
、

人
工
的
な
社
会
統
御
装
置（
徳
富
・
塩
見
・
𡈽
井
二
〇
二
四
）
と
し
て
、
古
墳
を

媒
介
し
な
が
ら
、
社
会
を
再
び
駆
動
さ
せ
た
世
界
観
は
、
六
角
川
中
流
域
に
も

第22図　Ⅱ型素環刀と透かしを持つ装飾器台をもとにした
推定伝播ルート
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在
る
と
言
え
、
そ
れ
が
古
墳
時
代
後
期
社
会
へ
と
繋
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中

に
お
い
て
、
筑
紫
君
一
族
に
よ
る
関
与
の
現
れ
の
一
端
が
、「
磐
井
の
丘
」
や

東
福
寺
遺
跡
Ｓ
Ｔ
０
１
４
出
土
の
飛
燕
式
鉄
鏃（
第
16
図
）
と
し
て
垣
間
見
え

る
。
従
っ
て
、
環
有
明
海
的
な
在
地
色
は
、
東
福
寺
遺
跡
Ｓ
Ｔ
０
２
２
・
Ｓ
Ｔ

０
２
４
の
前
方
後
円
墳
を
介
す
に
せ
よ
、
再
び
強
ま
っ
て
お
り
、
弥
生
時
代
後

期
～
古
墳
時
代
前
期
前
葉
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
世
界
観
が
再
形
成
さ
れ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
六
角
川
中
流
域
に
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
葉
に
形
成

さ
れ
て
い
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
世
界
観
は
、
古
墳
時
代
前
期
後
半
か
ら
の
斉
一

的
な
世
界
観
を
経
た
上
で
も
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
以
降
に
、
特
に
筑
紫
君
一

族
の
関
与
の
下
で
再
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
前
方
後
円
墳
を
基
軸
と

す
る
古
墳
文
化
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
担
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前
方

後
円
墳
が
杵
島
郡
奥
地
に
も
、
藤
津
郡
に
も
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
傍
証
と
な

る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
古
代
山
城
成
立
地
に
お
け
る
地
域
史
研
究
と
し
て
、
お
つ
ぼ
山

神
籠
石
が
成
立
す
る
六
角
川
中
流
域
を
ミ
ク
ロ
的
に
武
雄
盆
地
地
域
か
ら
見

て
、
マ
ク
ロ
的
に
北
部
九
州
地
域
か
ら
見
た
。
そ
の
結
果
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石

が
成
立
す
る
六
角
川
中
流
域
は
、
古
墳
時
代
前
期
後
半
か
ら
の
斉
一
的
な
古
墳

文
化
を
挟
み
つ
つ
も
、
文
化
圏
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
弥
生
時
代
に
は
早
期
か
ら
環
濠
集
落
が
成
立
す
る
地
域

で
、
玄
界
灘
沿
岸
か
ら
唐
津
地
域
特
有
の
甕
や
そ
の
後
も
武
器
形
青
銅
器
や
銅

鏡
が
流
入
し
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
葉
に
は
、
平
底
甕
の
地
域

圏
で
、
環
有
明
海
的
な
台
付
甕
や
肥
前
型
器
台
を
受
容
し
な
が
ら
、
唐
津
地
域

と
も
九
州
西
廻
り
ル
ー
ト
で
接
続
し
、
ひ
い
て
は
、
筑
後
川
―
日
田
盆
地
―
周

防
灘
沿
岸
と
も
接
続
し
得
る
文
化
の
十
字
路
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
性
格
を
有
す

る
場
所
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、古
墳
時
代
中
期
後
半
以
降
に
は
、再
び
環
有
明
海
・

筑
紫
君
的
な
古
墳
文
化
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
鑑
み
る
と
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
の
役
割
・
性
格
が
窺
え
、

そ
れ
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
古
代
山
城
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
異
文
化

の
世
界
と
し
て
の
辺
境
警
備
の
役
割
・
性
格
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
役
割
・

性
格
に
は
考
慮
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
築
城
主
体
の
差
異
が
存

第23図　筑紫縦貫道と関連資料の分布
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在
し
、
一
つ
に
は
倭
王
権
が
築
城
主
体
と
な
っ
て
、
神
籠
石
式
山
城
を
築
い
た

場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
文
献
史
料
に
記
載
が
無
い
こ
と
か
ら
も
、

白
村
江
の
戦
い
以
後
の
対
唐
・
新
羅
連
合
軍
を
念
頭
に
置
く
こ
と
よ
り
も
、
北

部
九
州
在
地
の「
国
造
軍
」（
小
嶋
二
〇
二
四
）
の
反
旗
に
備
え
て
築
い
た
可
能

性
が
指
摘
出
来
る
。
つ
ま
り
、
対
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
対
し
て
は
、
大
宰
府
防

衛
と
い
う
策
を
講
じ
な
が
ら
、
そ
の
大
宰
府
に
対
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
場
所

に
古
代
山
城
を
築
い
た
と
い
う
説
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
南
か
ら
の
防
衛
と
し

て
、
筑
紫
君
の
版
図
は
、
十
二
分
に
睨
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ

は
、
筑
紫
君
が
築
城
主
体
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
前
者
と
近
し
い
論

理
に
は
な
る
が
、
倭
王
権
―
筑
紫
君
が
セ
ッ
ト
と
し
て
存
在
し
、
筑
紫
君
の
版

図
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
築
城
さ
れ
た
説
に
な
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
、
倭
王
権

が
大
宰
府
防
衛
の
た
め
に
、
筑
紫
君
の
版
図
に
睨
み
を
利
か
せ
る
策
で
、
後
者

は
、倭
王
権
―
筑
紫
君
が
、そ
の
版
図
外
に
対
し
て
睨
み
を
利
か
せ
る
策
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
神
籠
石
式
山
城
が
相
対
す
る
地
域
が
異
な
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
を
例
に
取
れ
ば
、
六
角
川
中
流
域
な

い
し
武
雄
盆
地
内
に
睨
み
を
利
か
せ
る
倭
王
権
の
前
線
基
地
で
あ
る
の
か
、
六

角
川
中
流
域
な
い
し
武
雄
盆
地
の
外
、
す
な
わ
ち
武
雄
盆
地
以
西
地
域
や
藤
津

郡
以
南
地
域
に
睨
み
を
利
か
せ
る
倭
王
権
―
筑
紫
君
の
前
線
基
地
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
が
成
立
す

る
地
域
だ
け
を
見
て
い
て
も
答
え
は
出
ず
、
そ
の
他
の
神
籠
石
式
山
城
成
立
地

域
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
有
明
海
準
直
視

型
の
神
籠
石
式
山
城
が
、
対
有
明
海
防
備
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
成
立
根
拠
に

つ
い
て
投
げ
掛
け
る
課
題
で
も
あ
る
。
同
じ
論
理
は
、
神
籠
石
式
山
城
で
は
な

い
鞠
智
城
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
出
来
、
対
有
明
海
防
備
よ
り
も
、
鞠

智
城
が
成
立
す
る
地
域
あ
る
い
は
そ
の
地
域
外
に
睨
み
を
利
か
せ
る
前
線
基
地

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

注（
一
）『
倭
名
類
聚
抄
』
の
島
見
郷
を
潮
見
に
あ
て
る
説（
七
田
一
九
七
二
）
も
あ
る
。

（
二
）
中
野
充
氏
よ
り
御
教
示
。

参
考
文
献

石
田
智
子　

二
〇
一
五　
「
Ⅳ
．
各
地
の
弥
生
土
器
及
び
並
行
期
土
器
群
の
研
究　

２
九
州
」

　
　

佐
藤
由
紀
男（
編
）『
弥
生
土
器
』
考
古
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
12　

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
・

　
　

サ
イ
エ
ン
ス
社　

一
二
〇
―
一
五
九
頁

石
橋
新
次　

二
〇
一
二　
「
Ⅳ　

六
角
川
流
域
の
弥
生
時
代
集
落
」
長
崎
県
考
古
学
会（
編
）

　
　
『
有
明
海
を
め
ぐ
る
弥
生
時
代
集
落
と
交
流
』
長
崎
県
考
古
学
会
・
肥
後
考
古
学
会
合

　
　

同
大
会　

四
七
―
五
九
頁

岩
本
崇　

二
〇
一
四　
「
副
葬
鏡
群
の
変
遷
モ
デ
ル
と
中
国
四
国
の
前
期
古
墳
」
中
国
四
国

　
　

前
方
後
円
墳
研
究
会
第
17
回
研
究
集
会（
島
根
大
会
）
実
行
委
員
会（
編
）『
前
期
古
墳

　
　

編
年
を
再
考
す
る
―
広
域
編
年
再
構
築
の
試
み
―
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第

　
　

17
回
研
究
集
会（
島
根
大
会
）
実
行
委
員
会　

七
―
二
二
頁

岩
本
崇　

二
〇
一
七　
「
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
鏡
の
変
遷
―
倭
鏡
を
中
心
と
し
て
―
」　

　
　

中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
20
回
研
究
集
会（
徳
島
大
会
）
実
行
委
員
会（
編
）『
中

　
　

期
古
墳
研
究
の
現
状
と
課
題
Ⅰ
～
広
域
編
年
と
地
域
編
年
の
齟
齬
～
』
中
国
四
国
前
方

　
　

後
円
墳
研
究
会
第
20
回
研
究
集
会（
徳
島
大
会
）
実
行
委
員
会　

九
―
二
〇

岩
本
崇　

二
〇
一
八　
「
銅
鏡
・
青
銅
製
品
」
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会（
編
）『
前
期

　
　

古
墳
を
再
考
す
る
』
六
一
書
房　

一
九
―
三
〇
頁

岩
本
崇　

二
〇
二
四　
「
銅
鏡
」
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会（
編
）『
中
期
古
墳
編
年
を

　
　

再
考
す
る
』
六
一
書
房　

二
一
―
三
二
頁
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上
田
龍
児　

二
〇
〇
四　
「
Ⅰ
．
長
崎
県
・
景
華
園
遺
跡
の
研
究　

５
．
考
察　
（
１
）
器
台

　
　

形
土
器
に
つ
い
て
」
福
岡
大
学
人
文
学
部
考
古
学
研
究
室（
編
）『
長
崎
県
・
景
華
園
遺

　
　

跡
の
研
究
／
福
岡
県
京
都
郡
に
お
け
る
二
古
墳
の
調
査
―
箕
田
丸
山
古
墳
及
び
庄
屋
塚

　
　

古
墳
―
／
佐
賀
県
・
東
十
郎
古
墳
群
の
研
究
―
補
遺
編
―
』
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室

　
　

研
究
調
査
報
告
第
３
冊　

福
岡
大
学
人
文
学
部
考
古
学
研
究
室　

三
九
―
五
三
頁

奥
弘
幸
・
八
坂
誠（
編
）　

一
九
八
三　
『
森
崎
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
12
集

　
　

武
雄
市
教
育
委
員
会

越
智
睦
和　

二
〇
二
〇　
「
Ⅲ
．
竹
ノ
下
遺
跡
」
越
智
睦
和
・
市
川
浩
文（
編
）『
竹
ノ
下
遺
跡
・

　
　

梶
原
遺
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
２
４
集　

佐
賀
県　

三
五
―
一
七
二
頁

片
山
健
太
郎　

二
〇
二
〇　
「
古
墳
時
代
中
期
の
馬
具
編
年
―
中
期
後
半
を
中
心
と
し
て
―
」

　
　

中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
23
回
研
究
集
会
実
行
委
員
会（
編
）『
中
期
古
墳
研
究

　
　

の
現
状
と
課
題
Ⅳ
～
副
葬
品
に
よ
る
広
域
編
年
再
考
～
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究

　
　

会
第
23
回
研
究
集
会
実
行
委
員
会　

九
―
二
四
頁

加
藤
一
郎　

二
〇
二
〇　
『
古
墳
時
代
後
期
倭
鏡
考
―
雄
略
朝
か
ら
継
体
朝
の
鏡
生
産
―
』　

　
　

六
一
書
房

蒲
原
宏
行　

一
九
九
一　
「
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
土
器
編
年
―
佐
賀
平
野
の
場
合
―
」『
佐

　
　

賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
調
査
研
究
書
』
第
16
集　

佐
賀
県
立
博
物
館
・
佐
賀
県
立
美

　
　

術
館　

三
―
四
二
頁（
蒲
原
二
〇
一
九
所
収
）

蒲
原
宏
行　

二
〇
〇
三　
「
佐
賀
平
野
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
土
器
編
年
」『
佐
賀
県
立
博
物

　
　

館
・
美
術
館
調
査
研
究
書
』
第
27
集（
蒲
原
二
〇
一
九
所
収
）

蒲
原
宏
行　

二
〇
一
九　
『
弥
生
・
古
墳
時
代
論
叢
』
六
一
書
房

蒲
原
宏
行（
編
）　

一
九
八
七　
『
鳴
瀬
山
頂
古
墳
群
』
北
方
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
３
集

　
　

佐
賀
県
北
方
町
教
育
委
員
会

菊
池
望　

二
〇
二
一　
「
有
鉤
銅
釧
生
産
の
展
開
」『
考
古
学
研
究
』
第
68
巻
第
３
号（
通
巻

　
　

２
７
１
号
）　

考
古
学
研
究
会　

六
七
―
八
八
頁

北
方
町
史
編
さ
ん
委
員
会（
編
）　

一
九
八
五　
『
北
方
町
史
』
上
巻　

北
方
町
史
編
さ
ん

　
　

事
務
局

北
山
武
義
・
宮
下
正
二
・
原
田
保
則　

一
九
八
六　
「
市
場
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ

　
　

遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
15
集（
上
巻
）　

武
雄
市
教
育
委
員
会　
　
　
　

　

二
四
一
―
二
六
七
頁

木
下
巧
・
蒲
原
宏
行　

一
九
九
三　
『
佐
賀
県
立
博
物
館
所
蔵
品
目
録　

考
古
』
佐
賀
県
立

　
　

博
物
館

木
下
之
治　

一
九
六
五　
「
附　

附
帯
調
査
―
神
籠
石
内
外
の
諸
遺
跡　

二
、
箱
式
石
棺
」

　
　

鏡
山
猛
・
木
下
之
治
・
九
大
考
古
学
教
室
員『
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
』
武
雄
市　

九
三
頁

木
下
之
治　

一
九
七
三　
『
武
雄
市
玉
島
古
墳
』
武
雄
市
教
育
委
員
会

木
下
之
治　

一
九
七
五　
『
武
雄
市
潮
見
古
墳
』
武
雄
市
教
育
委
員
会

木
下
之
治　

一
九
七
六「
Ⅵ
．付
―
立
山
古
墳
」佐
賀
県
杵
島
郡
北
方
町
教
育
委
員
会（
編
）『
牧

　
　

古
窯
跡
』
北
方
町
教
育
委
員
会　

五
三
―
五
九
頁

小
嶋
篤　

二
〇
二
四　
「
国
造
軍
と
鞠
智
城
」『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
12
号　

熊
本
県
教

　
　

育
委
員
会　

二
一
―
四
八
頁

小
嶋
篤
・
酒
井
芳
司（
編
）　

二
〇
二
四　
『
特
別
展　

筑
紫
君
一
族
史
』
九
州
歴
史
資
料
館

小
松
譲　

二
〇
〇
二「
肥
前
地
域
に
お
け
る
古
墳
時
代
中
・
後
期
土
師
器
の
編
年
」
第
５
回

　
　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
実
行
委
員
会（
編
）『
古
墳
時
代
中
・
後
期
の
土
師
器
―
そ
の

　
　

編
年
と
地
域
性
―
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

四
四
―
七
一
頁

齊
藤
大
輔　

二
〇
一
四　
「
北
部
九
州
に
お
け
る
装
飾
武
器
の
特
質
と
そ
の
背
景
」
第
17
回

　
　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
大
分
大
会
実
行
委
員
会（
編
）『
古
墳
時
代
の
地
域
間
交
流
２
』

　
　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

一
四
一
―
一
五
八
頁

坂
井
義
哉
・
原
田
保
則　

一
九
八
六　
「
Ⅳ
．
玉
江
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
甕
屋
遺
跡
』

　
　

武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
20
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

六
三
―
一
〇
五
頁

坂
井
義
哉（
編
）　

一
九
九
〇　
『
釈
迦
寺
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
24
集　
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武
雄
市
教
育
委
員
会

坂
井
義
哉（
編
）　

一
九
九
一　
『
小
楠
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
26
集　

武
雄

　
　

市
教
育
委
員
会

重
藤
輝
行　

二
〇
一
〇　
「
筑
後
・
肥
前
の
首
長
墓
系
譜
」
第
13
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究

　
　

会
鹿
児
島
大
会
事
務
局（
編
）『
九
州
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
の
再
検
討
』
九
州
前
方
後

　
　

円
墳
研
究
会　

四
九
―
八
二
頁

七
田
忠
志　

一
九
七
二　
「
原
始
時
代
・
古
代
一
・
古
代
二
」
武
雄
市
史
編
纂
委
員
会（
編
）『
武

　
　

雄
市
史
』
上
巻　

武
雄
市　

一
三
一
―
二
九
四
頁

柴
元
静
雄　

一
九
七
〇
ａ　
「
北
方
町
東
宮
裾
弥
生
遺
跡　

発
掘
調
査
報
告
」『
新
郷
土
』
昭

　
　

和
45
年
７
月
号（
通
巻
２
５
６
号
）
新
郷
土
刊
行
協
会　

四
八
―
五
〇
頁

柴
元
静
雄　

一
九
七
〇
ｂ　
「
北
方
町
東
宮
裾
弥
生
遺
跡
発
掘
調
査
報
告（
そ
の
二
）」『
新
郷

　
　

土
』
昭
和
45
年
８
月
号（
通
巻
２
５
７
号
）　

新
郷
土
刊
行
協
会　

四
〇
―
四
三
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
一
一　
『
古
墳
時
代
の
王
権
構
造
』
吉
川
弘
文
館

下
垣
仁
志　

二
〇
一
六　
『
日
本
列
島
出
土
鏡
集
成
』
同
成
社

田
尻
義
了　

二
〇
一
二　
『
弥
生
時
代
の
青
銅
器
生
産
体
制
』
九
州
大
学
出
版
会

立
谷
聡
明　

二
〇
一
七　
「
弥
生
時
代
素
環
刀
の
地
域
性
と
そ
の
背
景
」『
古
文
化
談
叢
』
第

　
　

79
集　

九
州
古
文
化
研
究
会　

一
五
七
―
一
八
二
頁

立
谷
聡
明　

二
〇
二
二　
「
古
墳
出
現
前
夜
に
お
け
る
鉄
製
武
器
か
ら
み
た
地
域
間
交
流
―

　
　

西
北
九
州
と
有
明
海
沿
岸
地
域
を
中
心
に
―
」『
西
海
考
古
』
第
12
号　

西
海
考
古
同

　
　

人
会　

三
三
―
五
二
頁

徳
富
孔
一　

二
〇
二
二　
「
杵
島
郡
・
藤
津
郡
に
お
け
る
集
落
と
古
墳
の
動
態
―
弥
生
時
代

　
　

終
末
期
～
古
墳
時
代
後
期
―
」
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
福
岡
大
会
実
行
委
員
会（
編
）

　
　
『
集
落
と
古
墳
の
動
態
Ⅲ
―
古
墳
時
代
中
期
末
～
古
墳
時
代
後
期
―
』
九
州
前
方
後
円

　
　

墳
研
究
会　

三
七
七
―
四
〇
三
頁

徳
富
孔
一　

二
〇
二
三　
「
嘉
瀬
川
以
西
地
域
に
お
け
る
集
落
と
古
墳
の
動
態
―
飛
鳥
時
代
―
」

　
　
『
集
落
と
古
墳
の
動
態
Ⅳ
―
飛
鳥
時
代
―
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

一
三
一
―　

　
　

一
五
四
頁

徳
富
孔
一
・
塩
見
恭
平
・
𡈽
井
翔
平　

二
〇
二
四　
「
肥
前
東
部
」
第
25
回
九
州
前
方
後
円
墳

　
　

研
究
会
佐
賀
大
会
実
行
委
員
会（
編
）『
集
落
と
古
墳
の
動
態
Ⅴ
―
総
括
・
弥
生
時
代
終

　
　

末
期
～
飛
鳥
時
代
―
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

七
九
―
一
〇
八
頁

徳
永
貞
紹　

一
九
九
四　
「
第
７
章　

玉
江
遺
跡
１
～
３
区
」徳
永
貞
紹
・
百
崎
正
子（
編
）『
東

　
　

福
寺
遺
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
２
１
集　

一
三
三
―
一
五
六
頁

徳
永
貞
紹
・
家
田
淳
一　

一
九
九
四　
「
第
９
章　

東
福
寺
遺
跡
」
徳
永
貞
紹
・
百
崎
正
子　

　
　
（
編
）『
東
福
寺
遺
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
２
１
集　

佐
賀
県
教
育
委
員

　
　

会　

一
九
二
―
二
八
四
頁

中
島
平
一　

一
九
六
九　
「
野
間
峠
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
」『
湯
か
里
』
第
28
号　

武
雄
歴

　
　

史
研
究
会　
（
一
）
―（
三
）
頁

中
島
平
一　

一
九
七
〇　
「
玉
島
古
墳
の
全
貌　

王
者
の
墓
と
推
定
」『
湯
か
里
』
第
31
号　

　
　

武
雄
歴
史
研
究
会　
（
一
）
―（
三
）
頁

中
島
平
一　

一
九
七
四　
「
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
―
潮
見
古
墳
―
」『
湯
か
里
』
第
35
号　

　
　

武
雄
歴
史
研
究
会　
（
一
）
頁

中
野
充　

一
九
九
七　
「
佐
賀
平
野
に
お
け
る
弥
生
文
化
成
立
期
の
土
器
編
年
」
立
命
館
大

　
　

学
考
古
学
論
集
刊
行
会（
編
）『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
』
Ⅰ　

立
命
館
大
学
考
古
学

　
　

論
集
刊
行
会　

六
五
―
七
八
頁

原
田
保
則　

一
九
八
六
ａ　
「
立
地
と
環
境
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
』
武
雄
市
文

　
　

化
財
調
査
報
告
書
第
15
集（
上
巻
）　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

一
一
―
一
五
頁

原
田
保
則　

一
九
八
六
ｂ　
「
潮
見
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
』
武
雄
市
文
化	

　
　

財
調
査
報
告
書
第
15
集（
上
巻
）　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

一
九
―
七
一
頁

原
田
保
則　

一
九
八
六
ｃ　
「
郷
ノ
木
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
』
武
雄
市
文

　
　

化
財
調
査
報
告
書
第
15
集（
上
巻
）　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

二
六
九
―
三
一
一
頁
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原
田
保
則　

一
九
八
六
ｄ　
「
茂
手
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
茂
手
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財

　
　

調
査
調
査
報
告
書
第
15
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

一
―
一
三
八
頁

原
田
保
則　

一
九
八
六
ｅ　
「
考
察　

２
．
透
窓
を
も
つ
器
台
に
つ
い
て
」
原
田
保
則（
編
）

　
　
『
茂
手
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
調
査
報
告
書
第
15
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　
　

　
　

二
四
二
―
二
四
四
頁

原
田
保
則　

一
九
八
七　
「
Ⅴ
．
茂
手
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
小
野
原
遺
跡
』
武
雄
市
文

　
　

化
財
調
査
報
告
書
第
17
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

三
〇
―
三
三
頁

原
田
保
則　

一
九
八
九
ａ　
「
Ⅲ
．
み
や
こ
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
Ⅱ
』　　

　
　

武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
19
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

四
―
三
二
頁

原
田
保
則　

一
九
八
九
ｂ　
「
Ⅳ
．
小
野
原
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
Ⅱ
』　　

　
　

雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
19
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

三
三
―
三
五
頁

原
田
保
則　

一
九
九
〇　
「
Ⅵ
．
市
場
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
天
神
裏
遺
跡
』
武
雄
市
文

　
　

化
財
調
査
報
告
書
第
23
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

四
五
―
九
〇
頁

原
田
保
則
・
宮
下
正
二　

一
九
八
六　
「
み
や
こ
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
み
や
こ
遺
跡
』　

　
　

武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
15
集（
上
巻
）　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

七
三
―
二
四
〇
頁

原
田
保
則
・
八
坂
誠　

一
九
八
六　
「
納
手
遺
跡
」
原
田
保
則（
編
）『
茂
手
遺
跡
』
武
雄
市

　
　

文
化
財
調
査
調
査
報
告
書
第
15
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会　

一
三
九
―
一
九
〇
頁

原
田
保
則（
編
）　

一
九
八
〇　
『
矢
ノ
浦
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
８
集　

　
　

武
雄
市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

一
九
八
四　
『
郷
ノ
木
遺
跡
Ｂ
地
点
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第

　
　

14
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

一
九
八
七　
『
玉
江
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
16
集　

武
雄

　
　

市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

一
九
八
八　
『
下
貝
原
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
18
集

　
　

武
雄
市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

一
九
九
三　
『
多
蛇
古
古
墳
群
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
34
集　

　
　

武
雄
市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

一
九
九
四　
『
藤
田
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
34
集　

武
雄

　
　

市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

二
〇
〇
一　
『
武
雄
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書（
平
成
３
年
度
～
11
年
度
）

　
　

付
．
東
福
寺
古
墳
群
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
11
集　

武
雄
市
教
育
委
員
会

原
田
保
則（
編
）　

二
〇
〇
二　
『
梶
原
遺
跡
』
武
雄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
42
集　

武
雄

　
　

市
教
育
委
員
会

原
田
保
則
・
宮
下
正
二（
編
）　

一
九
八
五　
『
六
角
川
河
川
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

　
　

調
査
概
報
５（
郷
ノ
木
遺
跡
・
市
場
遺
跡
）』
武
雄
市
教
育
委
員
会

肥
後
考
古
学
会（
編
）　

二
〇
一
四　
『
肥
前
型
器
台
に
つ
い
て
』
肥
後
考
古
学
会
・
長
崎
県

　
　

考
古
学
会
合
同
大
会　

三
一
―
四
四
頁

樋
渡
拓
也（
編
）　

二
〇
〇
四　
『
貝
良
木
遺
跡
』
北
方
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
５
集　

佐

　
　

賀
県
杵
島
郡
北
方
町
教
育
委
員
会

藤
尾
慎
一
郎　

一
九
九
〇　
「
西
部
九
州
の
刻
目
突
帯
文
土
器
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

　
　

究
報
告
』
第
26
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
―
七
七
頁

渕
ノ
上
隆
介　

二
〇
一
九　
「
佐
賀
平
野
に
お
け
る
古
墳
時
代
中
期
の
集
落
と
古
墳
」
九
州

　
　

前
方
後
円
墳
研
究
会
宮
崎
大
会
事
務
局（
編
）『
集
落
と
古
墳
の
動
態
Ⅱ
―
古
墳
時
代
前

　
　

期
末
～
古
墳
時
代
中
期
―
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

一
一
五
―
一
三
四
頁

宮
﨑
貴
夫　

二
〇
一
九　
『
長
崎
地
域
の
考
古
学
研
究
』

宮
代
栄
一
・
白
木
原
宜　

一
九
九
四　
「
佐
賀
県
出
土
の
馬
具
の
研
究
」『
九
州
考
古
学
』
第

　
　

69
号　

九
州
考
古
学
会　

一
―
五
七
頁

横
山
浩
一
・
藤
尾
慎
一
郎　

一
九
八
六　
「
宇
木
汲
田
遺
跡
一
九
八
四
年
度
調
査
出
土
の
土

　
　

器
に
つ
い
て
―
刻
目
突
帯
文
土
器
を
中
心
に
―
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
31
号

　
　

九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設　

五
一
―
一
〇
一
頁
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ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
セ
フ　

二
〇
二
一　
「
弥
生
時
代
の
北
部
九
州
に
お
け
る
鉄
剣
生
産
の
再

　
　

検
討
」『
考
古
学
研
究
』
第
68
巻
第
１
号（
通
巻
２
６
９
号
）　

考
古
学
研
究
会　

三
一

　
　

―
五
二
頁

渡
部
芳
久　

二
〇
一
八　
「
佐
賀
平
野
に
お
け
る
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
集
落
と
墳
墓
」
九

　
　

州
前
方
後
円
墳
研
究
会
鹿
児
島
大
会
事
務
局（
編
）『
集
落
と
古
墳
の
動
態
Ⅰ
―
弥
生
時

　
　

代
終
末
期
～
古
墳
時
代
前
期
―
』
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

二
〇
九
―
二
四
三
頁

　

挿
図
出
典

　
　

第
１
図　

筆
者
撮
影

　
　

第
２
図　

ス
ー
パ
ー
地
形
Ｖ
ｅ
ｒ
．
５
．
８
．
24
を
下
図
に
筆
者
作
成

　
　

第
３
・
５
・
８
・
11
・
12
・
14
・
15
・
18
図　

ス
ー
パ
ー
地
形
Ｖ
ｅ
ｒ
．
５
．
８
．
26
Ｃ
を 

　
　

下
図
に
筆
者
作
成

　
　

第
４
図　

坂
井（
編
）
一
九
九
一
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
６
図　

１
．
七
田
一
九
七
二
よ
り
改
変
・
引
用　

２
～
４
．
坂
井（
編
）
一
九
九
〇

　
　

よ
り
改
変
・
引
用　

５
．
原
田
一
九
八
六
ａ
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
７
図　

坂
井（
編
）
一
九
九
〇
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
９
図　

原
田
・
宮
下
一
九
八
六
、
原
田
一
九
八
六
ｄ
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
10
図　

立
谷
二
〇
一
七
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
13
図　

原
田（
編
）
一
九
八
〇
・
一
九
九
三
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
16
図　

徳
永
・
家
田
一
九
九
四
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
17
図　

原
田（
編
）
二
〇
〇
一
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
19
図　

徳
永
一
九
九
四
よ
り
改
変
・
引
用

　
　

第
20
図　

徳
富
・
塩
見
・
𡈽
井
二
〇
二
四
よ
り
引
用

　
　

第
21
・
22
図　

立
谷
二
〇
二
二
よ
り
引
用

　
　

第
23
図　

小
嶋
・
酒
井（
編
）
二
〇
二
四
よ
り
引
用


